
デジタルデータ出稿の詳細 
 

1) 原則として 3.5インチ FDディスク：1.4MBフォーマット又は CD-Rで投稿する。 
2) 使用ソフトから出力したプリントをつける。 
3) ディスクに論文題名、著者名、使用 OS、使用ソフト名とそのバージョンを記入する。 
4) ファイルには拡張子をつける。 
5) 本	
 文：WORD または一太郎で作成したファイルはそのまま提出。それ以外は RTF 変換し
たファイルまたはテキスト変換したファイルをつける。本文中に図、写真や表の挿入箇所を

明記し、それらの説明も入れる。 
6) 	
 図	
 ：Excel、PowerPoint、Illustrator で作成した場合は元データをそのまま添付する。
それ以外のドロー系ソフトのデータは PDF にするか、または原寸で 600dpi 以上の画像にす
る。Illustratorに配置する場合も解像度の低い画像は不可。 

7) 写	
 真：Photoshop、JPEG、TIFF、BMP、PICT、EPS形式のデータ。原寸で 350dpi以上
が必要。 

8) 	
 表	
 ：Excelで作成したデータが望ましい。それ以外は RTF変換したファイルまたはテキ
スト変換したファイルをつける。 

9) サイズ：図、表、写真は、縮小率（左右○○cm）など仕上がりサイズを明記する。特にこだ
わりがない場合は省略可。 

10) 注	
 釈：WORD使用の場合は、WORDの注釈機能を使う事が望ましい。 
11) すべてのデジタルデータ原稿はアンチウイルスソフトを使用して、ウイルスに感染していな
いことを確認する。 
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